
   

 

 

「新規合格者歓迎会開催報告」（Zoom オンライン併用） 

日 時：1月 24日（土）13:00～20:00 

場 所：大和市泉の森 

新規合格者：薄木 みさ子、川島 謙二、志村 紀子、田中 哲、米倉 美穂、菅原 あつ子   計 6 名

（順不同、敬称略） 

清々しい冬晴れの中、風もなく陽だまりでは暖かさも感じられた 1 月 24 日、大和市・泉の森において、令

和 7 年度全国森林インストラクター試験に合格された方々への歓迎会が開催されました。神奈川県からは 14

名が合格され、そのうち 6名の方が参加されました。 

歓迎会では、NPO 法人全国森林インストラクター神奈川会（JFIK）の活動紹介として、第 1 部に活動内容の

オリエンテーション、第 2 部に泉の森内での観察会、第 3 部には場所を移して有志による新年会を行いまし

た。各部の参加者数は、第 1部 34名（オンライン 3名）、第 2部 36名、第 3部 23名でした。 

第 1部の活動紹介では、新規合格者の皆さんが食い入るような眼差しで、一つひとつの活動内容に耳を傾け
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草木が茂り、生き物が蠢き、人が活動する。皆で守ろう、この地球！ 

ＮＰＯ法人全国森林インストラクター神奈川会  https://www.jfik.org/ 

 

「山こい活動報告より」（写真：中澤（康）） 

Topics 

http://ml.jfik.org/kaiin/format/kanagawakai.png
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ていました。活動紹介の後には合格者による自己紹介があり、試験を受けた動機やこれまでの経験などをお

話いただき、多士済々の顔ぶれに驚かされる場面もありました。また、活動説明を行った会員からの熱意あ

ふれる思いが感じられるひとときでもありました。 

第 2 部の観察会では 3 班に分かれ、泉の森内の植物や、この時期に見られる冬芽の観察を行いました。ま

た、林内にある遺跡や引地川の源流池の紹介もあり、短い時間ではありましたが、参加者の皆さんに楽しん

でいただけたようです。 

第 3部の新年会会場である大和市駅までは、泉の森から緑地が続いています。移動の途中では、鳥や植物な

どを観察しながらの散策となり、また違った趣の観察会となったのではないでしょうか。新年会では新旧メ

ンバーが織り交ざり、和やかな会話が弾み、新たな企画も生まれるなど、楽しいひとときを過ごしていただ

けたようです。    

 (R7新歓幹事：浅川 美香、阿部 晃巳、鈴木 茂、藤田 あずさ、大谷 雅彦 ＜大谷（雅）記＞)  

 

         

   

                      

  

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冒頭の★印は一般向け。他は、会員向けです。 

 

★■木もれびの森 

JFIKでは相模原市の住宅地や国道 16号線沿いに広がる 73 haもの平地林「木もれびの森」で森林保全活動 

 をしている団体の一つ「NPO法人相模原こもれび」への人的活動支援を行っています。 

活動日は、毎月第 1 土曜日、第 2 土曜日、第 3 日曜日、第 4 水曜日です。参加希望の方は、特に出欠連絡

は不要ですので、直接集合してください。(現地で白川が応対します。) 

活動予定 

新規合格者集合 

自然観察会 

全員集合 

新規合格者自己紹介 
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参加希望の方は NPO法人相模原こもれび（https://www.npo-komorebi.com/）をご確認いただき、 

080-1032-3927（白川）までご連絡ください。 

場 所：木もれびの森 イヌシデ広場 

    〒252-0331神奈川県相模原市南区大野台 8丁目 16 

    JR横浜線「古淵駅」より徒歩 20分 

   詳しくは右の QRコードを読み込んでください。 

参加費：なし 

日 当：なし 

保 険：市民活動サポート補償制度（保険契約者：相模原市） 

https://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/kosodate/fukushi/1026643/joho/1006570.html 

   「団体等に一時的・臨時的に名簿登録し、ボランティア活動に参加する人」への適用を想定 

                                            （白川 記） 

 

★■神奈川の身近な自然を訪ねて「境川遊水地公園の冬鳥たちを訪ねる」 

日 時：2月 11日（水・祝）、2月 14日（土） （雨天中止）  

集 合：小田急・相鉄・横浜市営地下鉄 湘南台駅（小田急改札外） 10:00 

解 散：小田急・相鉄・横浜市営地下鉄 湘南台駅 14:30頃の予定 

募集定員：各回 40名 

コース概要：湘南台駅      →今田管理センター      →鷺舞橋      →情報センター(昼食)      →鷺舞橋      → 

今田管理センター      →湘南台駅(解散 15:00頃)                  （歩行距離約 6.5 km）                                                                                    

申し込み：実施日の 3 日前までに全国森林インストラクター神奈川会（JFIK） ホームページ・イベント情

報・参加申し込みフォームから申し込んでください。  

※企画の詳細については JFIK ホームページ・イベント情報に掲載してありますのでご覧下さい。   

                                           （鈴置 記） 

 

★■四季の森公園「自然を訪ねて～冬の野鳥」 

次の通り実施します。当日下見はありません。  

事前下見：2月 7日（土）10:00～12:00 ＜集合時間＞10:00 北口管理事務所前集合 

本  番：2月 15日（日）10:00～12:00 ＜集合時間＞ 9:45 同上 

スタッフ：リーダー：日比野、サブリーダー：中澤（均）、嶺 

下見、本番に参加する場合は、リーダーにお知らせください。資料を送ります。公園への連絡は不要です。 

本番に参加の際は名札の着用をお願いいたします。                    (日比野 記) 

                                 

■室内勉強会「安全講習会・安全委員会～JFIK活動と安全」（対面形式で実施） 

3 月は H20 の角田さんを講師に安全講習会を対面形式で開催します。新規入会の皆さんはもとより、多くの

方々にご参加頂けると幸いです。 

日  時 ：3月 14日（土）13:00～15：00（終了時間は若干変わる可能性あり） 

場  所 ：大和市「泉の森」自然観察センター・しらかしのいえ 多目的ルーム 

講  師 ：角田昌司（H20） 

概  要  : 森林インストラクターとして、イベント参加者の安全確保は最優先です。講義というよりは情報交

換の場にしたいと思います。また、会主催の各種イベント、山こい倶楽部、森こい倶楽部、鳥こい倶楽部な

ど（都合の付くものだけで全てではありません）の詳しい紹介や直近のイベントへのお誘いコーナーも設け

https://www.npo-komorebi.com/
https://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/kosodate/fukushi/1026643/joho/1006570.html
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る予定です。新会員の方や興味があって一度参加してみたいと考えている方々には良い機会です。会の活動

にも早く馴染めて、自主研鑽の場としてもとても為になります。ほかに会員でお知り合いの方がいましたら、

ぜひお誘いあわせの上ご来場ください。座学終了後は「臨時鳥こい」と称して、泉の森探鳥会も行う予定で

す。スコープもありますし、貸出用双眼鏡も用意しますので、こちらもよろしければ覗いてみてください。

沢山の方々のご参加をお待ちしています。                        (講師 記) 

※詳細は別途、会員メールでご連絡致します。 

室内勉強会今回担当  嶺 義則 ✉：ugk58629@gmail.com           ：090-3532-0479  

           佐藤 淳 ✉：sato.forest2807@gmail.com        ：080-1081-1034      （嶺 記） 

 

 

 

■森こい倶楽部 第 74回案内 

以下、ご案内しますので、新会員の皆様、ご家族、ご友人含めて、気楽にご参加ください。 

テーマ：桑都八王子、スプリングエフェメラルの片倉城址から絹の道・鮎の道（八王子市・町田市） 

プラス Oneテーマ：鑓水（やりみず）商人  

開催日：3月 1日（日）9：30～15:30  

集 合：JR横浜線 片倉駅 改札外 9:30（通常より早めですのでご注意ください）  

リーダー：広川 一久（H26） 

参加費：500円（保険代含む） 

所持品：名札、昼食、飲み物、シート、雨具、筆記具、（ストック）など。 

申し込み：ご参加の方は、2 月 27 日（金）迄に下記久野宛に連絡ください。初参加の方は携帯電話番号もお

願いします。未登録の方はお申し込み時に緊急連絡先（続柄）も合わせて回答下さい。（個人情報は本目的

以外には使用せず、厳重に管理いたします） 

メールアドレス：m.hisano77@gmail.com  TEL:090-8280-1816 

＜催行条件＞ 

荒天が予測される（少雨では決行）などで中止する場合は、前日 17:00に確認した後，速やかに JFIKメー

ルで連絡します。 

＜概要・行程＞ 

桑都といわれた、絹産業で栄えた八王子市を訪れます。まず、片倉駅近傍の中世城郭の典型的形態を残す

片倉城址公園では、少し早いかもしれませんが春の芽立ちを期待しましょう。バスに乗車して、石橋入緑地

の谷戸から、大塚山の急階段を上がり、道了堂跡経由、八王子から横浜への生糸輸送路の中継地である、鑓

水商人が活躍した日本遺産である絹の道に入ります。生糸で財を成した、鑓水八木下氏の屋敷跡である絹の

道資料館で往時を偲び昼食です。更に、鑓水の小泉家住宅、板木の杜緑地窓を経由し、絹の道は多摩ニュー

タウンにさしかかり、分かれて都立小山内裏公園に入ります。津久井方面から江戸に産物を運んだ鮎の道か

ら、枯れ木が林立する太田切池の幻想的な風景を眺め、パークセンターから春待ちの野草見本園を訪れます。

戦車道の峠を越えればゴールの多摩境駅は間近です。早春の多摩丘陵に佇む城址、絹の道で栄えた街道、谷

戸の水系など変化に富んだ里地・里山の風情をお楽しみください。 

＜コース概要＞ 

JR 片倉駅      →片倉城址公園→住吉神社→片倉駅入口→       →片倉台→石橋入緑地→北野中央公園      →大塚山

公園（道了堂跡）→絹の道→絹の道資料館（昼食）      →小泉住宅→板木の杜緑地→鑓水中央公園      →小山内

裏公園（鮎の道→太田切池      →パークセンター      →野草見本園→尾根緑道）→京王相模原線多摩境駅       

tel:090-8280-1816
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約 9㎞、やや健脚向き、途中エスケープバス停有 

＜以降の予定（事情により変更になることもあります）＞ 

4月 5日（日）鎌倉街道上道、飯田の里で桃源郷（八重桜・花桃）（横浜市泉区） 

5月 10日（日）新緑上地区里地の眺望から渋沢・四十八瀬川小田急フォトスポット（秦野市） 

6月 7日（日）文命堤のジャガランタから開成紫陽花の里（山北町・開成町） 

（事務局代表 久野） 

 

■鳥こい倶楽部 2026第 3回「印旛沼のトモエガモと坂田ヶ池のカモ達」 

印旛沼は、千葉県北部の利根川水系の湖沼の一つで、千葉県立

印旛手賀自然公園内に位置します。近年、冬季には 10万羽以上と

も言われるトモエガモの大群が観察されるようになりました（写

真）。一斉に飛び回るトモエガモの群れは壮観そのものです。 

また、近くの坂田ヶ池で水鳥や森林の野鳥を観察します。印旛   

沼では遠かったミコアイサやトモエガモなども間近に観察出来る    

でしょう。 

・日 時：2月 18日(水) 10:00～15:00頃  

・集 合：京成成田線 印旛日本医大駅 10:00 

・解 散：JR成田線 下総松崎駅 15:00頃 

・コース：印旛日本医大駅(集合 10:00)      =船戸橋～印旛沼サイクリングロード往復=坂田ヶ池総合公園(昼

食)       ～坂田ヶ池一周      =下総松崎駅(解散 15:00頃)        

（観察地間はマイカー移動します。野鳥の状況でコースを変更する場合があります） 

・参加費：500 円(CONE 保険・資料代含む)  

      神奈川からマイカー同乗可能です（下記※参照）。 

      その場合は、別途各車毎に実費（燃料費、高速代、運転代等）で精算します。 

・装備等：冬のハイキングの服装（雨具・防寒具含む）、お弁当、飲み物、レジャーシート、双眼鏡、 スコ

ープ（お持ちの方）、野鳥図鑑等 

・参加対象：JFIK会員、会員の家族・友人・知人（万一の場合、会員から迅速に連絡可能な方に限ります） 

・募集人数：10名（マイカー参加者数などで調整します） 

・参加申し込み：本番 3 日前までに E メールで中澤均（h-naka@k04.itscom.net）まで。 CONE 保険に加入し

ますので、「お名前と年齢、マイカー同乗希望」をお知らせください。 

・中止判断：雨天・荒天予報の場合は中止とします。中止の場合は、前日夕方までに JFIK-MLにてお知らせし

ます。 

※マイカー同乗について： 

  現在、川崎付近（鷺沼駅及び登戸駅付近）と小田原付近よりマイカーに同乗可能予定です。 

マイカーの場合、都内通過の為、現地集合場所まで 2 時間半程を予定しています。 

  神奈川県内集合場所 7:00～7:30頃集合を予定しています。 

  同乗希望者の状況で、便乗人数・集合場所・参加可能人数を調整します。 

同乗希望場所をお知らせください。 

                                       （中澤（均） 記） 

 

 

 

mailto:h-naka@k04.itscom.net
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■神奈川の身近な自然を訪ねて～菜の花の吾妻山と川勾神社（かわわじんじゃ）初詣～ 

日 時 ：１月 14日（水）、１月 17日（土）10：00～15：00 

参加者：一般 39名（14日 19名、17日 20名） 

スタッフ：鈴置、吉原、久野、西岡、藤井、久次米、菅原、田口、河野、鈴木（茂）（10名） 

コース：二宮駅      →吾妻神社→吾妻山山頂      →川勾神社→湘南オリーブの郷（昼食）      →西光寺→押切橋 

→旧東海道→押切坂上バス停⇒二宮駅                      （歩行距離約 5.5 ㎞） 

二宮駅北口をスタートし、直ぐに吾妻山への急な階段を幾度も小休止

を挟みながら登りました。暫くして振り返ると江の島と湘南の海が現れ

てきました。足元のスイセンやカンツバキの道を進む先に、大きなカツ

ラの樹が聳えます。落葉したイヌシデやエノキの梢にはヤドリギがいく

つも着いていました。また日当たりの良い斜面にはキリシマツツジやオ

オムラサキのツツジが植えられ、全体に明るい公園になっています。途

中の日本武尊の東征に係るとされる吾妻神社を参拝の後、社の脇道から

広い芝生の山頂に出ました。青い空をバックに白い富士、そして遠く房

総半島や伊豆大島を見渡せます。ここ山頂に咲く早咲きの約 6万株のナ

ノハナは殊に有名で白い富士との共演を楽しむことが出来ます。山の頂

から釜野登山口までは尾根伝いに歩きます。途中の里山林は人の手で良

く管理され、保護されていました。 

吾妻山を下りて次の川勾神社に向かいます。川勾神社は風の神「級

津彦命（しなつひこのみこと）」を主祭神としており、逆風を順風に変

える力があるとされています。社殿を取り囲む社叢林は深く厳かな雰囲気が漂ってきます。川勾神社の石段を

下るとそこは「湘南オリーブの郷」です。ここ二宮町では近年オリーブ栽培を町の振興策として取り組んでい

ます。二宮町の温暖な気候とオリーブ栽培がマッチしており、ミカン生産に替わるものとして注目されていま

す。「湘南オリーブの郷」で昼食を摂った後は近くの西光寺の樹齢 500年のカヤを見学しました。その巨木の放

つオーラに圧倒されました。 

西光寺を出てからは中村川の河口であり箱根駅伝でも

よく耳にする押切橋に向かいました。その途中の中村川の

周辺は海成段丘と河岸段丘が幾段にも重なりあって特殊な

地形を成しており地理学的にも貴重なエリアです。押切橋

から見上げる中村原面は標高で 26 ｍあり、沖積海成段丘

としては日本一の高さを誇り圧巻です。 

押切橋からは旧東海道を押切坂上まで上ります。押切

坂上一帯は江戸時代には梅沢の立場と呼ばれ茶店が立ち並

び賑わいを見せていました。この先には「酒匂川のかち渡

し」という東海道の難所が待ち受けており、旅人は今一度旅装を整える必要がありました。そのため松本本陣

という宿場並みの本陣屋敷もありました。ここからはバスに乗り、二宮駅まで戻って解散しました。両日とも

素晴らしい晴天に恵まれました。                            （鈴置 記） 

 

活動報告 

ナノハナと富士 

押切橋からの中村原面 
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■四季の森公園「自然を訪ねて～春を待つ生きものたち」 

日 時：1月 18日（日） 13:00～15:00 

場 所：県立四季の森公園 はす池・あし原湿原周辺 

参加者：一般 7名 公園職員 1名 

スタッフ：坂間、嶺、西岡、三樹、日比野、阿倍、藤井（久）、鈴木（茂）、蔵田、久次米 

 春を待つ樹木、草花、虫たちの冬越しの様子について説明をうけた後、4 班に分かれてコースを周りました。 

樹の形、枝、木の芽（冬芽）、実の姿が青空に映り、樹種の特徴を浮かびあがらせていました。筆者が同行した

班で当日観察できた生き物たちの冬越しの様子の一部を記します。 

落葉樹の冬芽の多くは寒さや雨雪から芽を保護する芽鱗に包まれています（鱗芽）が、芽鱗をもたない冬芽

（裸芽）も少なくありません。観察した裸芽の特徴を簡単に記します。アジ

サイは頂芽が裸芽で小さな葉がむき出し、ムラサキシキブの裸芽は毛に覆わ

れていました。樹皮の繊維が和紙の原料になるミツマタの葉芽は円錐形、花

芽は多数集まって蜂の巣に似た形でした。ヒメグルミ（オニグルミの変種）

の頂芽は大きく、円錐形で褐色の短毛が密生、葉の落ちた痕（葉痕）は大き

く羊の顔に似ていました。拾ってあったオニグルミの枝も同じ特徴でした。

エゴノキの冬芽は大きな芽（主芽）の下に必ず小さな芽（副芽／予備芽）が

くっついていました。 

 鱗芽についてもいくつか記します。ニワトコの冬芽には葉芽と花芽と葉芽が一緒の芽鱗に被われている混芽

があり、葉痕は笑顔のようです。キブシは雌雄異株で、花芽は穂状に多数つきますが、やや長く垂れ下がり気

味なのが雄花序。ヤマコウバシは独立した花芽がなく混芽、枯れ葉は春まで枝に残ります。コブシの花芽は長

めの白毛に覆われています。サンシュユの葉芽は尖り、花芽はモスクのよ

う。イロハモミジの芽鱗は赤くつやがあります。ヤシャブシは葉芽と雌花序

は鱗芽で尖り、雄花序は裸芽で円筒形でした。 

 開花している樹木もありました。ヤブツバキ、カンツバキ、ソシンロウバ

イ、マンサクなどです。これらはハエやアブなどの数少ない昆虫を独占して

花粉を運んでもらうそうです。ツバキの仲間はメジロなどの鳥も送粉者で

す。今回も、メジロが乗ったときについた傷のある花弁が見られました。 

 秋に発芽して小さな植物体（ロゼットを含む）で冬を越し、夏までに開花、結実して枯死するハコベ、アメ

リカフウロ、ナズナ、ヒメオドリコソウ、ホトケノザ、オオイヌノフグリなど越年草（冬型一年草）は、多く

が少しずつ開花していました。アメリカフウロはまだ葉っぱだけでした。多年草では、スイセンが開花中。ヒ

ガンバナは葉を盛んに茂らせて光合成の真最中でした。春から夏に地上部は枯れ、秋の花期に花茎だけ地上に

出ます。オオバコやハルジオンなどのロゼットもたくさん見られました。 

 コナラの幹では、ヨコヅナサシガメの幼虫が樹皮の溝に集まって越冬しているの

が見つかりました。黒地に赤と白の模様が鮮やかです。虫が苦手な参加者は、「ウワ

ア･･･」と後ずさり。木の幹に掛けられた樹名板の裏側やトイレの軒下数か所で、ナ

ミテントウの成虫が集団越冬していました。背中の模様は様々で、200種類ほどある

そうです。他の班では、オオカマキリの卵のうやガの卵も観察したそうです。 

参加者はナノハナを見て「なの花畑に～」と口ずさんだり、「何？」「なぜ」と率直にたずねたり、オニグル

ミを味わいたいと煎り、割ると中味はわずか、苦労のわりに収穫が少なかったと体験談を聞かせて下さったり

しました。また、観察樹木についてご自分の知っていることを伝えてくださったりもして、会話が多く和やか

な観察会でした。                                  （久次米 記） 

ムラサキシキブの冬芽を観察 

咲き始めたマンサク 上向き 
に尖っているのは葉芽（裸芽） 

ナミテントウ 
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■山こい倶楽部 第 122回企画「大山」 

日 時：1月 17日（土）7:00〜16:00 

場 所：東丹沢 大山 

参加者；中澤（康）（リーダー）、久保（サブリーダー）、松井、境、篠田、関、引田、漆原、和田 

コース：秦野駅＝ヤビツ峠―（イタツミ尾根）―大山山頂→唐沢分岐→矢草ノ頭→ 

     大沢分岐―（梅ノ木尾根）→二ノ沢分岐→鞍部→日向山→七沢温泉＝本厚木駅（解散） 

朝から夕方まで、快晴で殆ど風もなく、まるで春のような１日でした。登山道はよく整備され、この時期に

よくある霜柱が溶けて道がぬかるんでいるところも少なく、土曜日でしたが冬季であったため登山者も少なく

静かで快適な山歩きでした。大山山頂付近からは富士山をはじめ南アルプスや丹沢主稜線もよく見えましたが、

南から東側の相模湾や房総半島方面は霞がかかっていました。また梅の木尾根のバリエーションルートでは気

の抜けないところもありましたが、年末の山火事の焼け跡やタヌキの糞など観察もでき、貴重な体験もできま

した。                                         （漆原 記） 

 

 

■森こい倶楽部 第 72回 

開催日：1月 11日（日）9:30～15:30 

イベント名：浦賀千代ケ崎砲台跡から鏝絵の世界（横須賀市） 

コース概要：浦賀駅バス停→燈明堂入口バス停→公衆トイレ→燈明堂→千代ケ崎砲台跡ガイド（昼食）→燈 

      明堂入口バス停→川間ドッグ→為朝神社→川間会館（鏝絵）→浦賀奉行所跡→西浦賀海岸公園 

→陸軍桟橋・引揚記念碑→廻船問屋（鏝絵）→東福寺（当日スキップ）（鏝絵）→西叶神社（鏝 

絵）→＜強風のため、渡し船欠航。以降は予備ルート。＞→浦賀コミュニティセンター分館(郷 

土資料館)→ドック前バス停（解散） 

※以下参考（当初予定のコース） 

渡船場→渡し船乗船→渡船場→徳田屋跡→東叶神社→東林寺→専福寺→東耀稲荷→乗誓寺→コ 

ンビニ→新町バス停→浦賀駅（解散） 

参加者：梶浦、皆川、引田、漆原、塙、久野、広川、金子、石川、会員 9名、一般 9名、合計 18名 

（順不同） 

概 要： 

昨年 11月のリベンジ開催となる、今回の森こいは浦賀を巡ります。生憎、朝から強風で渡し船が運航さ 

れるか微妙ですが、浦賀の魅力をたっぷり満喫する一日にしたいです。 

前半：歴史と自然が織りなす浦賀を巡る 

まずは、日本初の和式灯台「燈明堂」を目指しました。真っ赤なヒヨドリジョウゴの実が彩る道を歩きな

がら、歴史の息吹を感じることができます。再建された燈明堂からは、白波立つ海を一望でき、海浜植物の
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トベラやシャリンバイも観察できます。 

次に訪れるのは、首都防衛のために建造された千代ヶ崎砲台です。2021 年から土日に限り公開されており、

希望すれば案内の方について無料で見学ができます。案内の方の詳しいお話は、浦賀の歴史への理解を深め

られました。 

                      

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

後半：浦賀の街並みを彩る鏝絵を巡る 

後半は、浦賀の寺社で見かけられる「鏝絵（こてえ）」を中心に巡ります。途中、川間ドックを俯瞰し、為

朝神社を経て川間町内会館にある鏝絵を見学しました。漆喰で作られた「鶴亀」「鳳凰」の図柄は、街中で見

かけることができる貴重な芸術品です。 

浦賀奉行所跡では、現在進行中の発掘調査の様子を観察し、陸軍桟橋では先の大戦での引き揚げの軍人さ

んたちの思いを馳せます。浦賀道を歩きながら「廻船問屋跡」を訪れ、歴史のロマンを感じることができま

した。 

急な階段があり、強風の影響を大きく受けるので東福寺の鏝絵は

今回は見合わせましたが、機会があればぜひ訪れてみてください。

西叶神社では、屋根を支える「がまんさま」の彫刻と中国の故事に

因んだ鏝絵を楽しむことができます。 

本来であれば、西叶神社から渡し船に乗って東浦賀に向かう予定

でしたが、強風のため欠航となってしまいました。残念ですが、仕

方ありません。そこで、予備の訪問先として浦賀コミュニティセン

ター分館（郷土資料館）を訪れます。浦賀地域の歴史と文化に関す

る貴重な資料が収蔵、展示されており、浦賀の歴史にどっぷり浸か

ることができます。 

一日を通して：浦賀の森こいは、強風も忘れさせる素敵な時間を 

過ごせます。 

強風で渡し船が欠航になったのは残念でしたが、千代ヶ崎砲台や鏝絵に触れられたことはとても良い経験

でした。浦賀の海浜植物と歴史を観察、探訪する今回の森こい活動は、きっと忘れられない思い出になるで

しょう。（強風もですね。） 

次回の森こい活動も、浦賀の魅力を超える内容となっています。ぜひご参加ください。  （石川 記） 

 

 

集合写真@千代ヶ崎砲台 

千代ヶ崎砲台跡 

西叶神社鏝絵 
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■鳥こい倶楽部 2026シーズン第 2回「多摩川中流域」 

日 時：1月 11日（日） 9：30～15：00 快晴 

コース：稲田堤駅（集合）～稲田堤多摩川河原～二ヶ領せせらぎ館（昼食）～二ヶ領用水～宿河原駅（解散） 

参加者：松井（案内人）、中澤（均）、山本（明）、小澤、竹山、角田、内間、菅原（あ）、辻、三樹、岡部 

（桂）、岡部（俊）、日比野、中澤（美）※ 以上 14名（※：一般） 

  稲田堤駅から数分で多摩川べりに到着、上空低くミサゴが舞う河  

川敷で開会の挨拶と自己紹介をしました。午前中は、土手上のサイ  

クリングロードや土手下の草藪、河畔林内を通って二ヶ領せせらぎ  

館まで、主に川の方に目を向けてのバードウォッチングでした。途 

中、二ヶ領用水上河原堰付近で少し長く足を止め、多くの水鳥を見

ました。頭が緑色に輝くヨシガモや頭と胴体が黒白で眼が赤っぽいハ

ジロカイツブリが人気

でした。上空にはノス

リも飛来。コース全体

で、カワラヒワの群れやミサゴが何度も見られました。 

昼食後は、せせらぎ館下の宿河原堰付近でカンムリカイツブリ

やカモ類、イソシギなど多くの水鳥を観察。発見が難しいイカル

チドリとハマシギが人気でした。その後多摩川を離れ、二ヶ領用

水経由で宿河原駅に向かいました。二ヶ領用水では黄色い足を震

わせて獲物を探すコサギを間近で見ることができました。 

                   (日比野 記) 

 

 

＜当日観察できた野鳥＞ 

1.ハシビロガモ、2.オカヨシガモ、3.ヨシガモ、4.ヒドリガモ、5.カルガモ、6.マガモ、7.オナガガモ、8.コ

ガモ、9.ホシハジロ、10.キンクロハジロ、11.キジバト、12.オオバン、13.イカルチドリ、14.イソシギ、15.

ハマシギ、16.ユリカモメ、17.セグロカモメ、18.カイツブリ、19.カンムリカイツブリ、20.ハジロカイツブ

リ、21.カワウ、22.コサギ、23.ダイサギ、24.アオサギ、25.ミサゴ、26.トビ、27.ノスリ、28.カワセミ、29.

コゲラ、30.チョウゲンボウ、31.ハシボソガラス、32.ハシブトガラス、33.シジュウカラ、34.ヒヨドリ、35.

メジロ、36.ムクドリ、37.ツグミ、38.ジョウビタキ、39.スズメ、40.キセキレイ、41.セグロセキレイ、42.ハ

クセキレイ、43.タヒバリ、44.カワラヒワ、45.ホオジロ、46.アオジ 以上 46種、番外 ドバト 

  

イソシギ（撮影 内間） ハマシギ（撮影 中澤（美）) 足を震わすコサギ（撮影 内間） 

稲田多摩川公園での集合写真 

上河原堰下流での観察風景 
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森流に身を委ねて 

 

R6 木村 正樹 

森林インストラクターの資格を取得してから、山や森林との関わり方が大きく変わったと感じています。以

前は「自然が好き」「山歩きが楽しい」という感覚的なものが中心でしたが、今は一本一本の木や足元の植生、

季節の移ろいにまで意識が向くようになりました。 

国内外を問わず、トレッキングやスキーなどで山に触れる機会が増えました。海外の山岳地帯では、樹種構

成や林床の植生が日本とは大きく異なり、同じ「森」でもまったく違う表情を見せてくれます。一方で、日本

の里山や人工林の景観には、長年の人の営みが織り込まれており、その成り立ちを想像しながら歩く時間がと

ても豊かに感じられます。 

また、季節を楽しむことを意識するようになったのも大きな変化です。春の芽吹き、夏の濃い緑、秋の紅葉、

冬の静けさ。それぞれの季節に森が見せる表情はまったく異なります。四季の変化を意識することで、同じ山

でも何度も訪れたくなる「学びの場」になりました。 

森林インストラクターとしての学びは、日常の会話にも広がっています。例えば、友人と散策しているとき

に「この木はスギで、こちらはヒノキだよ」と違いを説明することがあります。樹皮の質感や葉の形、香りの

違いなどを伝えると、友人が驚きや関心を示してくれるのが嬉しく、私自身も説明することで理解が深まりま

す。知識を共有することが、自然の楽しみ方を広げる一歩になるのだと実感しています。 

森林インストラクターの活動は、単に知識を伝えるだけでなく、自分自身が自然をより深く楽しむための扉

でもあると感じます。これからも山に足を運び、四季の変化を感じながら、木々や森の物語に耳を傾けていき

たいと思います。そして、その魅力を周囲の人々と分かち合い、森林に親しむ輪を少しでも広げていければ幸

いです。 

  



JFIK 会報 2026 年 2 月号 

- 12 - 

 

書 名：僕には鳥の言葉がわかる 

著 者：鈴木俊貴 

出版社：小学館 

発行日：2025年 1月 

価 格：1,870円（税込） 

感 想： 

面白いです。全員に読んでもらいたいです。2025

年のベストセラーにもなりました。 

著者である鈴木俊貴さんは東京大学で学生時代か

らシジュウカラの研究を始め、行動のパターンと鳴

き声を照らし合わせてシジュウカラにも言語や文が

あることを突き止めました。危険が迫っているとき

の鳴き方、ヘビが近づいているときの鳴き方、空に

タカを見つけたときの鳴き方など、鳴き声によって

周りの鳥や雛がどう行動するのかを解明しました。 

以前は人間以外の動物は言語を持たないというの

が定説でしたが、地道な調査を何年も続け、仮説と

検証を何回も繰り返した結果、定説をひっくり返

し、多くの論文によって世界の名だたる賞をいくつ

も受賞し「動物にも言葉や文がある」と世界中の研

究者に多大な影響を与えました。今後、様々な動物

の言語が解明されていくことになるでしょう。 

森林インストラクターとしても、シジュウカラは

割と身近な鳥なので観察会でも使える話題に出来る

と思いますし、動物にも色んな言葉やジェスチャー

があるというのは、参加者の興味を惹くことができると思います。                                      

（橋本 記） 

 

 

 

  

月刊ブックレビュー 



JFIK 会報 2026 年 2 月号 

- 13 - 

 

1月度の会員異動 

1月30日現在  会員数177名 

 

月例会が開催されました 

日 時：1月 30日（金）19:30～21:10 Zoom開催 

出席者：理事14名、監事1名、会員4名  合計名19名 

 

次回月例会 

会報編集よりご連絡 

本年 4月号より、活動予定コーナーを廃止し、活動報

告を中心とした会報として発行させて頂く予定です。

各活動予定については既存の JFIK ホームページ、お

よび JFIK 会員メーリングリストでの案内を確認して

ください。 

 

日 時：2月 27日（金）19：30～ ZOOM開催 

 

会費納入のお願い 

2026年（1月〜12月）の会費納入をお願いします。 

会 費：3,000円  納入期日：2月末日 

振込先：横浜銀行 戸塚支店（359）  口座番号：普通預金 6174917 

名 義：NPO法人 全国森林インストラクター神奈川会  

銀行振込での会費納入をお願いします。横浜銀行のカード振込をされますと手数料がお得です。 

ご質問等ありましたら、会計担当 石川までご連絡下さい。メール：amelieamelie92@gmail.com 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行者：NPO法人全国森林インストラクター神奈川会（略称 JFIK） 発行人：中澤 均   

編集人：梶浦 雄介、塙 洋彰  編集スタッフ：松山 成二 投稿用メールアドレス：editorial@jfik.org 
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掲 示 板 

編集後記 

非常に強い寒波が襲来していま

す。降雪のある地方の方々のご

苦労は、想像を絶っします。

（かじうら） 

新規合格者歓迎会に参加

しました。数年ぶりにお

話できた既会員の方もい

て、とても楽しかったで

す。(松山) 

今月号は期限を少し前倒し

させて頂きました。皆さま

にご協力いただき誠にあり

が と う ご ざ い ま し た 。  

編集・校正人材募集中で

す！（塙） 
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